　

　双眼鏡で覗くと、丘の上では激戦が続いているのが見えた。

　突撃するサラリーマンの戦列は大地をふるわすほどの勢いがあったが、

迎え撃つ敵も万全の態勢を整えていた。彼らはトーチカで要塞化された

陣地から、容赦のない機関銃と爆弾の雨あられを浴びせつけてきたので

ある。

　突撃してくるサラリーマンの戦列が次々となぎ倒され、さらに爆弾が

それを吹き飛ばした。あちこちで彼らのカツラが宙を舞う。たちまちの

うちに丘の斜面は彼らサラリーマンたちの無残な姿で埋め尽くされてし

まった。

　しかしハゲに悩むサラリーマンたちはそれくらいではひるまなかった。

彼らは先に逝ってしまった同輩たちの屍を乗り越えて突撃を続行し、さ

らにその一歩先へ進んで敵の機銃弾になぎ倒されていった。その様は、

死んでも死んでも生き返るエイリアンのようである。

　しかしあっという間にその突撃軍は壊滅し、最後列で行進していた八

津子たち女子高生が最前列になってしまった。しかし機関銃弾は彼女ら

にも容赦なく浴びせつけられる。

　攻撃を受けて、たちまち女子高生たちは悲鳴を上げながら散り散りに

逃げ出した。八津子もあわてて近くの遮蔽物に逃げ込んで身を隠す。八

津子の周りで爆弾が次々と炸裂し、あちこちから同級生たちの悲鳴が上

がった。もはや攻撃どころではない。

　これで誰の命令だかよく分からない攻撃軍の突撃は、完全に失敗に終

わってしまった。戦場に静寂がもどり、丘の斜面では無残なサラリーマ

ンたちの姿がわずかにうごめくのみとなった。

　戦場からは誰が歌うのか、哀愁のこもったメロディーが流れだす。

√ 教えて～ くだ～さい。この世で ハゲが 治せるのなぁらば…♪

　 すべての～ オヤジに～ ハゲ薬 与えてほしい～♯

　 ア○○カ 効きまーすか？

　 サ××スは どぉーですか？

　 僕の大切な 毛がまた抜けまーした♪♪

　 教えて～ ください……♭

「う～、これは『防人○歌』かもしれない」

　八津子は爆弾が掘った穴に隠れながら、そう思った（目本音楽著作権

協会審査No.２０３　ウソ）。八津子はくだらない戦いに巻き込まれた

と思いつつも、じっと戦場から脱出する機会をうかがった。しかし下手

に顔を出せば敵に撃たれるだけである。

　そんな八津子の横を、突然ジャージー姿の男が駆け抜けた。二百山コ

ーチこと、榛原亜麻郎太である。彼は半泣きで、なにかから逃げるよう

に敵陣地へ突進している。

「おい。危ないぞ！」

　と八津子は声をかけたが、彼の耳には届かなかった。亜麻郎太は訳も

分からず敵陣地へ突撃して行っている。

「――前方からジャージー姿の男が突撃してきます！」

　と兵士に言われて、カンツ大佐は双眼鏡でのぞいてみた。

　カンツ大佐は今、茶色の軍服に朱の階級章という独裁国家にありがち

な軍服を着て、丘の上の敵陣地に入っていた。彼はその日、新戸町で行

われる軍事演習にベトコンＯＢとして参加していたのである。このベト

コンとは、もちろんベトナム・コンプレックスのことである。

　彼が双眼鏡で見ると、連なる死体の合間からジャージー姿の優男がこ

ちらへ向けて駆け込んできている。

「どこかの学校の先生だな…」

　彼は目視した感想を述べた。それを聞いて、

「撃ちます」

と兵士は言って機関銃の引き金をひいた。カンツ大佐はそれも当然だと

思った。

　彼は双眼鏡でその射撃をしばらく見守っていたが、途中であわてて射

撃をやめさせた。それが亜麻郎太であることに気付いたからである。そ

れで亜麻郎太に襲いかかりつつあった弾幕は間一髪のところで止まるこ

とになった。

　しかし亜麻郎太は後ろからも撃たれ続けていたため、敵弾に気付くこ

とはなく、とうとう敵陣地まで到達してしまった。今回の攻撃軍の誰に

もできなかった快挙である。しかしそれでも彼は走り続けていた。後ろ

から恋縫に撃たれ続けていて、止まることが出来なかったのである。

　敵兵士たちは誰もが走り抜ける亜麻郎太を見過ごしていた。そのまま

丘の頂上まで上り詰めてしまいそうな悲愴さであったが、カンツ大佐が

急いでトーチカから抜け出し、体ごとぶつかって彼の突撃を押しとどめ

た。

「お前もハゲに苦しんでいたのか？」

　カンツ大佐が亜麻郎太に怒鳴って問いただした。彼は、恋縫がここを

作戦の舞台にするとは聞いていない。

「――あれ？」

　目の前に軍服姿のカンツ大佐が突然現れて、亜麻郎太は気の抜けた驚

き方をした。亜麻郎太も、カンツ大佐が敵陣地にいるという話を聞いて

いない。

　恋縫の撃つ機関銃弾が追い付いてきて、カンツ大佐と亜麻郎太の間を

駆け抜けていった。銃撃を浴びて、カンツ大佐はあわてて亜麻郎太をか

ばうように身を伏せる。

　カンツ大佐が銃撃されたのに怒り、陣地にこもる機関銃列が一斉に火

を吹いた。

　弾幕は恋縫の機銃座に集中し、ビビった恋縫は任務も忘れて戦場から

一目散に逃げ出してしまう。

「あー！　愛宝センセーが逃げてるぅ！」

　突然、逃げ遅れた女子高生の一人が立ち上がり、生徒を見捨てて逃げ

出している恋縫を指さした。

　八津子は女子高生のチクリを聞いて、後ろを振り返る。確かに愛宝先

生が戦場から逃げ出している。恋縫の逃げ足は素早く、たちまち敵陣地

の射程距離から離れていってしまった。

「早い！」

　八津子は妙な悪態を付き方をした。

　愛宝先生の脱走に、女子高生たちの間からブーイングが上がる。が、

今はそんな場合でもない。目の前の敵トーチカをなんとかしないと、こ

こから逃げ出すのも危険である。

「逃げれないなら、やるしかないか……」

　八津子は戦う覚悟を決めた。彼女は近くで倒れていたサラリーマンか

ら形態電話を拝借すると、暗刻指令（あんこー しれい）に電話し、ボ

ディコン戦隊の出動を要請した。敵は女子高生も襲っているので、ボディ

コン戦隊が出動する大義名分はいくらでも立つ。

　自分一人がボディコン戦士に変身して戦うという手もあったが、そん

なコッ恥ずかしいことはイヤなので、素直に仲間がくるのを待つことに

した。彼女は同級生たちに穴に隠れているように指示しつつ、恋縫が捨

てた機銃座から機関銃を取り外して自分の武器とする。

　一方、丘の上ではカンツ大佐が亜麻郎太を説き伏せていた。

「……だから心配するな。トーチカをひとつ取らせてやる。言われたと

おりに指示すれば、いかにも優れた指揮官のように見える。頑張ってこ

い！」

　カンツ大佐はそう言うと、亜麻郎太に機関銃と手榴弾を押し付けて陣

地から追い出した。

　いきなり武器を手渡されても、戦争を知らない亜麻郎太には困る話で

ある。しかしカンツ大佐はそんな亜麻郎太にはお構いなく、彼に当らな

いように陣地から容赦なく機関銃を撃たせた。戦場のリアリティーを増

すためである。これでまた亜麻郎太は戦場を駆け抜けなければならなく

なってしまった。

《女子高生とブルマと楽しいエクササイズっ!!》

　亜麻郎太は今では夢と消えた妄想を連呼しながら、また一目散に丘を

駆け下りねばならなかった。

　カンツ大佐はさらに景気づけとばかりに、亜麻郎太に爆裂手榴弾を投

げ付ける。

《ぶぎゃんっ!!》

　それは亜麻郎太の足元で見事に爆裂し、亜麻郎太を天高く吹き飛ばし

た。亜麻郎太は爆風に気も失いながら吹き飛ばされ、うまく八津子が隠

れていた穴へと落ちていった。カンツ大佐の見事な牽制攻撃である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

